
　長万部町共立２遺跡　発掘調査の様子
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　【表紙解説】

　当センターが長万部町内で行う発掘調査は、平成 11(1999) 年の高速道路建設に伴う事業から 21年ぶりです。

調査地点の背後には「写万部山（標高 499m）」を最高地点とする、なだらかな形状の山々の連なりが見えます。そして、

調査区奥に見えるのが旧共立小学校で、同校のグラウンドに調査事務所を構えて発掘調査を進めています。
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　遺跡は、JR国縫駅から南西方向へ約1km、内浦湾（噴

火湾）からは800ｍほど内陸に位置します。海岸線と平

行する標高約25ｍの段丘縁にあり、同段丘の北側にあ

る豊野3遺跡は現国縫墓地、豊野6遺跡は平成11（1999）

年度に高速自動車道建設に伴い発掘調査された縄文時代

前期主体の遺跡です。

　調査面積は320㎡で、調査は今年5月に始まり、6月半

ばで終了しました。出土した遺物は頁岩の原石やスクレ

イパー、礫石器では、砂岩のたたき石、安山岩のすり石

等で、土器は見つかりませんでした。遺跡そのものが堆

積岩を多く含む層の上に形成されており、縄文時代の石

器の材料である頁岩の供給地だった可能性があります。

　遺跡は、ＪＲ長万部駅から北東方向に約６㎞、旧共立

小学校の南側、写万部山(標高499ｍ)の裾の台地にあり

ます。調査面積は4,200㎡で、調査区内の地形は、調査

区中央付近がやや平坦で高く標高36.9ｍで、全周囲方

向へ傾斜しています。遺物包含層の黒色土は、中央の平

坦部は薄く、斜面部でやや厚くみられます。

　遺構は縄文時代の土坑３基、土器集中２か所がみつ

かっています。遺物は、縄文時代早期と中期の土器、石鏃、

つまみ付きナイフ、スクレイパーなどがみつかり、石材

は頁岩が多く、これは道南地方の特徴です。

　礫石器は、たたき石、すり石、石錘、台石などが出土

し、多くが安山岩製です。

斜面部分調査の様子

遺構調査の様子

包含層調査の様子

　遺跡は、長沼町市街から東南東側へ約3.0Km、馬追丘

陵丘端部の標高15～ 20ｍの緩斜面に立地し、加賀川右

岸の低位段丘上にあります。

　調査は昨年度から引き続き二年目で、今年度で終了し

ます。今年度の調査では、樽前a降下軽石（Ta-a）層下

位の続縄文時代に相当するⅣ層から、フレイク集中が検

出されました。

　フレイク集中は、遺跡内で石器を加工したときに出る

破片がまとまって出土するものです。石材は黒曜石と片

岩がありました。黒曜石は微細なものが多いことから石

器の刃の再生を行った可能性があります。片岩は薄い小

板状であることから、節理を利用して剥離を行っていた

と考えられます。

○長
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〇令和2年度の発掘調査
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図１　ポロト湖周辺の地形と遺跡の分布

写真１　ヨコスト海岸（図１―①）からポロト湖方面を望む
　　　　〈中央から右端にかけて海食崖がつづく〉

写真２　ポロト３遺跡（図１―45）から台地の先端を望む
　　　　〈中央奥にある台地の先端から砂丘がのびる〉

　令和２年７月 12日、白老町に民族共生象徴空間「ウポ

ポイ」が誕生しました。「ウポポイ」はアイヌ文化復興等

に関するナショナルセンターであり、その中核区域にあた

るポロト湖畔には、国立アイヌ民族博物館、国立民族共生

公園が整備されています。公園の整備にともない、私は平

成 29・30 年に、湖の南側にあるポロト３遺跡（図１―

45）の発掘調査に携わりました。今号のテエタでは、遺

跡の調査と周辺地形の観察などにもとづき、ポロト湖の変

遷とポロト３遺跡のかかわりについて紹介します。

　ポロト湖は白老市街の北側に位置する周囲３㎞の海跡湖

です。海岸平野に接する南側、河川が流入する北西側をの

ぞき台地に囲まれており、約６千年前の縄文海進最盛期に

は、入江であったと推測されています。湖の南東側（図１

―５付近）から海岸線と平行にのびる急斜面は、海の侵食

によってつくられた海食崖で、当時の海岸が現在よりも内

陸側にあったことを物語ります（図１・写真１）。

　ポロト３遺跡が立地する砂丘は、台地の先端（図１―５

付近）から海岸線と平行に南西へのびています（写真２）。

しかし、遺跡より南西側は市街化が進んでおり、砂丘を地

表から確認することは困難です。そこで、湖から流出する

ウツナイ川の旧流路をたどることによって、砂丘の範囲を

推定します。昭和 23年の空中写真によれば、ウツナイ川

は海岸線と平行に南西へ流れてから、白老駅の北側で北東

へ反転していました（図１・水色破線）。旧流路がこのよ

うな形状をとるのは、ウツナイ川が砂丘の高まりをさけて

流れたためと考えられるので、流路の反転する部分が砂丘

の先端にあたると推定されます。反転部分の近くにポロト

４遺跡（図１―46）が位置することや、ポロト、ポロト３、

ポロト４の３遺跡が直線的に分布することも考え合わせる

と（図１―５・45・46）、砂丘は台地の先端から駅の北側

までのびていると判断してよいでしょう。

　台地の先端から砂丘がのびてくると、入江は南西部が開

いた潟湖（ラグーン）へと変化します。海進が終わり、海

がしだいに沖へ退いていくなか、ポロト３遺跡は潟湖と海

を隔てる砂丘に残されました。遺跡では縄文時代中期を主

体とする土器のほか、黒曜石剝片や礫の集中などが見つ

かっており、剝片の集中は石器を製作した跡、礫の集中は

漁網につける錘の可能性があります。

　一方、住居跡やお墓は見当たらなかったので、集落は別

の場所に営まれていたようです。その可能性が高い場所は、

台地の先端から砂丘にかけて立地し、ポロト湖周辺では古

くから知られるポロト遺跡（図１―５）です。ここからは、

表面採集によって縄文時代中期の土器などが多数得られて

います。おそらく、ポロト遺跡の人々は台地の先端から砂

丘をつたいポロト３遺跡へ行き、そこで石器を製作したり、

○ポロト湖の変遷とポロト３遺跡

（第２調査部第２調査課　主査　山中　文雄）

潟湖での漁にいそしんだりしたのでしょう。

　最後に、ポロト遺跡の人々らは入江が変化していく様子

を注意深く眺めていたはずです。ポロト３遺跡には、変化

のなかで現れた砂丘や潟湖という新しい環境に、いち早く

進出していった人々の痕跡が残されていました。
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○退職　（６月 30日付け）
　磦田千秋　総務部会計課主任

○昇任（４月１日付け）
　鈴木宏行　第１調査部第３調査課長

○採用（４月１日付け）
　馬橋　功　総務部長
　鎌田　望　第１調査部第１調査課主任（再雇用）
　菊池慈人　第１調査部第１調査課主任（再雇用）

○退職　（３月 31日付け）	
　成田直彦　総務部長
　鎌田　望　第２調査部第１調査課長
　菊池慈人　第１調査部第１調査課主査
　浅井真介　総務部総務課参与
　三浦忠善　総務部業務課参与

○北海道立埋蔵文化財センター令和２年度連続講座・講演会のお知らせ

○令和２年度発掘調査一覧

○人事異動

「旅する考古学２」「ヒスイの道」

日時：令和２年 9月 12日（土）13:30 ～ 15:30　定員：96名

講師：木島　勉（新潟県糸魚川市長者ケ原考古館長・学芸員）

「旅する考古学３」特別講演会

「海を越えた最初の日本列島人―実験航海で探る３万年前の挑戦―」

日時：令和２年 10月 3日（土）13:30 ～ 15:30　定員：96名

講師：海部　陽介（東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻教授）

「旅する考古学 4」「縄文人に挑戦」

日時：令和２年 10月 24日（土）13:30 ～ 15:30　定員：20名

講師：坂本　尚史・立田　理

　　　（（公財）北海道埋蔵文化財センター主査）

「旅する考古学５」秋季講演会

「黒曜石 3万年の旅―黒曜石の考古学―」

日時：令和２年 11月 14日（土）13:30 ～ 15:30 定員：96名

講師：堤　隆（明治大学黒耀石研究センター客員研究員）

「旅する考古学６」「幻の貝「オオツタノハ」を追う！―縄文から古

墳時代まで6,000年間、日本列島の人びとを魅了した貝輪素材―」

日時：令和３年 1月 23日（土）13:30 ～ 15:30　定員：96名

講師：忍澤　成視（千葉県市原市教育委員会ふるさと文化課主幹）

「旅する考古学 7」

「赤い土器はどこで作られたのか―赤彩土器を追う―」

日時：令和３年３月 13日（土）13:30 ～ 15:30　定員：96名

講師：阿部　明義（（公財）北海道埋蔵文化財センター主査）

2020.8.21 現在

事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡） 備考

国土交通省北海道開発局 札幌開発建設部 長沼南幌道路工事 長沼町 16区 F遺跡 333

北海道 釧路総合振興局 根室半島線改良工事 根室市 トーサムポロ湖
周辺竪穴群 1,267

その他 独立行政法人鉄道建設・
運輸施設設備支援機構 北海道新幹線建設事業 長万部町

共立２遺跡 4,200

豊野４遺跡 320

合計 6,120

　編集・発行／公益財団法人　北海道埋蔵文化財センター	 令和２年8月21日発行

　〒069−0832　 北海道江別市西野幌685番地1　 TEL 011−386−3231 　FAX 011−386−3238
　E-mail   : mail@domaibun.or.jp       URL   http://www.domaibun.or.jp/

◆交通案内◆
・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）・夕鉄バス（文教通西）に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分


